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研究成果の概要（和文）： 

本研究の目的は、「配慮〈できる〉身体」の育成を目指すスポーツ教材について実践的に考察す

ることであった。シッティングバレーボール講習会への参加を機にチームに加入し、日々の練習

や各種大会へ参加することを通して具体的な考察を行うことができた。プレーする人々へのアン

ケート調査も実施し、シッティングバレーを授業の教材として扱うために有益であり、とくに「座

って移動することの難しさ」からは、シッティングバレーに独特の技能があり、それに慣れるた

めの動きづくりが必要であることが明らかとなった。 

 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this study is to consider educational materials of sport for bringing up 
“Considerate Body”. Especially, sitting volleyball is surveyed. It inquires into the 
relation of “considerate action in sitting volleyball” and its characteristic movement 
of body. Finally, the study suggests that sitting volleyball has the capacity to be an 
educational material that evolves a “Considerate Body”. 
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１．研究開始当初の背景 
 

シッティングバレーボールは、「障害者スポ

ーツ」の一種目として、いわゆる「障害者」

のリハビリや、彼らの生活を豊かにするため

の生涯スポーツとして誕生した。その特徴は、

下肢の不自由な人が座った状態でバレーボー

ルを行うことができる、という点である。し

かし、それだけではなく、「座る」という制

限を設けることによって「障害者」と「健常

者」が同時にコート内でプレーすることが可

能である。この点において、他のスポーツ種

目以上に教育的な意義と可能性を持つと考え

られる。 

また、研究代表者の博士学位論文のテーマは

「配慮〈できる〉身体」である。この考察に

おいては、「配慮」の行為としての側面と、

その行為を生じさせる無意図的な動機として

の〈できる〉を伴った身体が示唆された。し

かし、「配慮」が単に心情的な「同情」や「憐

れみ」の感情とどのように異なるかについて

は、十分に説明しきれなかった。また、「配

慮」そのものについて、その「対象」（何に

対して配慮するのか）や「目的」（何のため

に配慮するのか）が多様であるため、両者を

具体的に限定した考察が必要となった。さら

に、当研究が実際の体育授業に生じる問題を

汲み取り、その問題の解決に資するほどの具

体的な考察となるには、さらに実践を視野に

入れた考察が不可欠となった。 

 

２．研究の目的 
 

本研究の目的は、「配慮〈できる〉身体」の

育成を目指すスポーツ教材について実践的

に考察することである。中でも本研究におい

ては、具体的なスポーツ種目として「シッテ

ィングバレーボール」に着目し、その教材と

しての意義を、運動実践を通して明らかにす

る。さらには実際の授業を実施することによ

って、具体的な教材化の可能性について考察

する。 

 

３．研究の方法 
 

本研究は以下の手順に従って進められてい

る。 

( 1 )障害者スポーツにおける「他者への配慮」

についての検討 

( 2 )プレー場面を分析する観点の明確化 

( 3 )大学体育のバレーボール授業の現状分析 

( 4 )障害者スポーツの実践 

( 5 )大学体育への応用の試み 

( 1 )については主に文献による研究である。

( 2 )～( 5 )については、研究代表者自身の実

践と、それを踏まえた振り返りの作業となる。 

 
４．研究成果 
 

本研究の目的は、「配慮〈できる〉身体」の

育成を目指すスポーツ教材について実践的に

考察することであった。中でも本研究におい

ては、具体的なスポーツ種目として「シッテ

ィングバレーボール」に着目し、その教材と

しての意義を、運動実践を通して考察した。

さらには実際の授業を実施することによっ

て、具体的な教材化の可能性について考察し

た。 

２０年度には、以下４つの手順で研究を進め

た。 

(1)「障害者スポーツ」において、「いつ」、

「誰が」、「何に対して」、「何のために」

「配慮」しているかについて、実践を通して

明らかにする。 

(2)シッティングバレーボールのプレー場面

に生じている「配慮」を分析するための方法

である「現象学的観点からの考察」をより厳

密化するため、現象学の文献を講読、検討す

る。 

(3)大学体育のバレーボール授業において、シ



ッティングバレーを取り入れることによって

何がどう変化するかの見通しを立てる。 

(4)障害者スポーツに関連のある研究領域、活

動団体からの情報収集及び意見交換を行う。 

(1)については、シッティングバレーボール講

習会への参加を機にチームに加入した。日々

の練習や各種大会へ参加することを通して具

体的な考察が進んだと考えている。特にバレ

ーボールとの相違点（スキル及びルール）が

明らかとなり、教材化への下準備ができた。 

(2)については、１本の雑誌論文投稿及び２本

の学会発表の際に関連文献を収集し検討を行

った。しかし、考察方法の厳密化に関しては

さらに議論が必要である。 

(3)については、大学体育のバレーボール授業

について、関係領域の研究会にて報告を行う

中で、他の研究者との議論を深めることがで

きた。スポーツ実践における参加者間の技能

差は、「配慮〈できる〉身体」を育成するた

めに不可欠なものであるとの見通しを立てる

ことができた。 

(4)については、「車椅子バスケットボール」

を社会学的観点から研究する研究者との情報

交換を行い、博士論文等の貴重な資料を得る

ことができた。 

２１年度には、前年度の研究を引き続き継

続し、適宜修正した。内容と成果は以下の通

りである。 

(1)大学体育の授業へのシッティングバレー

ボールの応用を試み、改善プログラムを作成

するための資料を得た。 

(2)シッティングバレーボールチームの練習

や各種大会に参加し、プレー場面を撮影しつ

つ実際に何が生じているかについて分析を行

った。撮影に際しては、多数の日本代表選手

が所属するチームから、日々地域の体育施設

等で練習しているチームまで、幅広く依頼す

ることができた。 

(3)プレーする人々へのアンケート調査も実

施し、申請者自身の分析の妥当性について検

討する補助資料を得ることができた。 

２１年度に得た資料は、どれもシッティン

グバレーを授業の教材として扱うために有益

であり、とくに「座って移動することの難し

さ」からは、シッティングバレーに独特の技

能があり、それに慣れるための動きづくりが

必要であることが明らかとなった。また、動

きが身に着くにしたがって、「できる」「で

きない」という感覚にも変容が生じることが

示唆された。 

上記のことは、シッティングバレーがまさ

に競技スポーツであることを物語っている。

しかし、「座る」ことによって、怪我や障害

を抱えて参加していることを保留し、「一緒

にプレーする」ことを可能とすることも明ら

かとなった。シッティングバレーは、「すべ

ての人を受け入れるためのスポーツ」と、「競

技スポーツ（エリートスポーツ）」の中間点

に位置するスポーツであると言える。今後、

具体的な授業づくりを継続していきたい。な

お、テーマに関わって原著論文を作成・投稿

し、現在査読中である。 

 また本研究を通して、「身体的可能感」と

いう新たなキーワードを着想するに至り、可

能感の発達についての分析を研究に追加し

た。シッティングバレーは「動けないスポー

ツ」・「動かなくてよいスポーツ」ではない。

「座ること」は「立つ」以外の方法で自由に

動くための手段なのである。従って、シッテ

ィングバレーにおける段階的な技能習得過

程が仮説的に導き出される。徐々に発展する

段階は、可能感の崩壊を体験する第一段階、

身体運動を再度対象化する第二段階と発展

し、ようやく第三段階において「カバー」の

行為が見られるようになる。また、この分析

からは、動作の習得による「身体的可能感」



の発展が明らかとなった。この可能感が発展

すれば、これまで「できない」と判断してい

たことを、「できる」と判断するようになる。 

本研究において仮説的に導き出されたのは

発展の第三段階までである。これは、分析者

としての筆者がその段階にとどまっているこ

とによる限界であり、この点は本研究で採用

している分析方法の限界とも言えよう。今後

練習を積むことによって記述内容を発展さ

せ、さらに筆者自身の限界を越え得る研究方

法を洗練することもまた、本研究の今後の課

題である。同時に、シッティングバレーとい

うスポーツ種目そのものの「面白さ」につい

ても明らかにすることによって、新たな体育

教材の開発が可能となるであろう。今後は、

バレーボールプレーヤーとシッティングバレ

ーボールプレーヤーにおける「身体的可能感」

とチームプレーの成立について、引き続き実

践を通して分析を行っていきたいと考えてい

る。 
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